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 魚の育成に使っている餌を購入している餌屋のはから

いで、プノンペンから現地スラエムまでお越しいただき育

成ケアの講習を開催してくださいました。これまで行って

きた育成方法の再確認や新たに得た知識、今後の改善など

先生方と一緒にスタッフ全員で話し合いを進めることが

できました。また現地に滞在している NPO スタッフも日

本とは環境が違う現地の育成方法をより深く理解するこ

とができました。この餌屋では他にも水質検査薬やビタミ

ン剤など、養殖に必要な商品を多数取り扱っており、池の

水質チェックなども行ってくれました。現地の水はｐｈ値

なども問題なく魚の養殖に適している水質という事もデ

ータとして得ることができました。今後、本プロジェクト

のプランとして、独自で稚魚の生産を行っていく予定で進

めており、孵化施設が整った時にはまた訪問いただき孵化

の方法手順をレクチャーしていただく予定になっていま

す。今後も良いお付き合いで情報交換ができる環境作りを

行っていきます。 

 

 

養殖ケアの講習会開催 

カンボジアの年越し 

 カンボジアでは 4 月にクメール正月があり、カンボジア本

来の年越しとなる為、12 月から 1 月への変わり目は通常とあ

まり変わりません。今年の年越しは週末と重なっていたこと

や、コロナの規制が解除されてから一番のイベントという事

もあり、シェムリアップのパブストリートでは身動きが取れ

ないほどの人が集まり年越しを迎えたようです。 

また、日本と異なり旧正月をお祝いする文化もあります。 

旧正月でよく見られる豚の丸焼きは見応えも食べ応えもあり

ます！ 

編集後記 


